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［資料 1］ 

［資料 2］ 

関電想定の層厚 10 ㎝は過小。専門家の報告では、風向きにより、20～50 ㎝の火山灰層厚が予測される。 
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 「山元（2017）」論文で引用されている、「井本他（1989）」論文では、 

越畑で層厚 30cm の大山生竹（DNP）が示されている。関電の現地調査で最大 26cm を確認。 

（↓関電資料 2 月 13 日付 35 頁に★印追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし関電は、「層厚を評価できる地点ではない」としてしまった。当事者関電の調査と、

火山の専門家のいない規制庁との密室論議で、専門家の評価を覆し、当初の「層厚 10cm」

でよしとしようとしている。（関電資料 51 頁に下線追加） 

 

［資料 3］ 関電の 2 月 13 日付資料「大山火山灰分布に関する情報収集調査結果について」 
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https://www.city.ayabe.lg.jp/bosai/kurashi/anzen/bosai/documents/kanden.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/contents/4000/3710/24/1305820_20110506.pdf 
 

2011 年 4/6～4/29 にモニタリング実施。その結果を 4 月 29 日現在の値に換算して、 

5 月 6 日に発表したもの。 
 

 ★関電は 4 月 29 日の 91μSv/h を福島原発事故時の周辺の「最大」空間線量としている。 

 「最大」が 91μSv/h とは虚偽。再度の説明会で、撤回し謝罪すべき。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資料 4-1］ 昨年 10 月 11 日の綾部市での住民説明会 関電資料 

［資料 4-2］関電が引用している 91μSv/h の出典 文科省と米国 DOE による航空機モニタリング 
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http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec_file/monitoring/etc/post3-20120921.pdf 

 

★福島県の資料：下記の「双葉町 上羽鳥」は原発から約 6km 圏で、1,590μSv/h 

   関電は、福島原発事故を小さく見せようとしているが、事実はごまかせない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［資料 5］ 2011 年 3 月には、91μSv/h より相当に高い数値が確認されている 
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http://web.archive.org/web/20110322154547/http://www.mext.go.jp:80/component/a_menu/other/detail/
__icsFiles/afieldfile/2011/03/19/1303727_1719.pdf 

事故直後のモニタリング等はほと

んど公表されていないが、資料が

残っているものでも、91μSv/h を

大きく超えている。 

★文科省の 2011 年 3 月 15 日モニタ

リングでは 

20km 圏外の浪江町で 330μSv/h 

★文科省モニタリングでは 

3 月 17 日でも 

30km 圏外で 150μSv/h を超えている 

（【32】赤宇木の手七郎） 
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◆綾部市の住民説明会資料関連のＨＰでは、下記が追加され、関電の補足説明にリンクが張ら

れている。しかし関電は補足説明でも 91μSv/h を「妥当なものと考えています」としている。 

 綾部市ＨＰ 

 https://www.city.ayabe.lg.jp/bosai/kurashi/anzen/bosai/ooihatudensyojyuminsetumeikai.html 

 

「※関西電力（株）の説明資料 P11 の福島第一原子力発電所事故時の周辺の最大空間線量率（91

μSv／h）の解釈については→こちらを参照ください。（外部サイトへリンク）」 
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